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令和 7 年度 数理・データサイエンス・AI リテラシープログラム 

自己点検・評価報告書 

 

令和２年度より開講した「数理・データサイエンス・AI リテラシープログラム」について、令和 7 年

度の自己点検・評価を実施した。評価項目は文部科学省の「「数理・データサイエンス・AI 教育プログ

ラム認定制度（リテラシーレベル）」の創設について」3.3.1「認定教育プログラム」の要件(8)、および

「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）実施要綱細目」3(6)の

内容に準じた。 

 

＜評価体制について＞ 

 香川大学大学教育基盤センターは、教養教育の充実及び教養教育と専門教育の有機的連携を図り、香

川大学の教育目標を達成するため、全学共通科目に係る企画、運営等を行う組織である。同センター

は、本学の全学共通科目の授業実施を円滑に行うとともに、全学共通教育について自己点検・評価し、

その改革・改善の方策について調査研究を行うことや大学教育の開発を行うことで、大学教育の質的充

実に資することを目的とする。 

 

＜学内からの視点＞ 

⚫ プログラムの履修・修得状況、学修成果に関する事項 

■数理・データサイエンス・AI リテラシープログラムの新規履修者数、修了者数および履修率 

新規履修者数：1266 名 

修了者数：1232 名 

履修率：107.8%（在学中のプログラム履修者数 5575 名÷収容定員 5171 名） 

※ 本学の収容定員は 5171 名であるが、現員数は 5635 名である。そのため、現員数を用いて計算

した場合、履修率は 98.9%となる。 

※ 本教育プログラムを構成する 2 科目はいずれも全学必修科目であるため、「履修状況」は自己点

検・評価の対象外としている。 

 

⚫ 学生アンケート等を通じた、学生の内容の理解度・後輩等他の学生への推奨度 

香川大学の全学共通科目では、学生による授業評価アンケートを実施しており、科目ごとに理解度等

を分析できる仕組みである。また、「情報リテラシーB」受講者を対象とした独自アンケートの結果か

ら、昨年度より引き続き、講義の満足度、興味・関心、将来性等について、いずれも高い評価を獲得し

ていることが明らかになっている。当該科目を通じてデータサイエンスという学問分野に関して興味・

関心を持った学生は全体の 92.1%に達しており、次の学修への意欲、動機付けになるような「学びの相

乗効果」が生み出されたものと考えられる。 

※ 全学必修科目であるため「後輩等他の学生への推奨に関する明示的な取り組み」は自己点検・評

価の対象外としている。 
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令和 7 年度 情報リテラシーB 授業アンケート結果 

Q. 本講義を受講しての満足度をお選びください。 

 
 

Q. 本講義を受講し、データサイエンスという学問領域に関して、 

あなたの考えに近いものをお選びください。 
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令和 7 年度 情報リテラシーB 授業アンケート結果 

Q. 本講義で得られたデータサイエンスの知識が、あなたの将来に 

活かせるものだったかについて、あなたの考えをお選びください。 

 
 

Q. 本講義を受講して、あなた自身が身についたと思うことについて、 

お選びください。（複数回答可） 
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⚫ 全学的な履修者数、履修率向上に向けた計画の達成・進捗状況 

※ 全学必修科目であるため、本項は自己点検・評価の対象外とした。 

 

＜学外からの視点＞ 

⚫ 教育プログラム修了者の進路・活躍状況、企業等の評価に関する事項 

令和 7 年４月時点で、本教育プログラムを修了した卒業生は 3491 名（累計）である。令和 9 年度に

実施予定の卒業生調査において、修了生の進路先や活躍状況の把握を計画している。 

 

⚫ 産業界からの視点を含めた、教育プログラム内容・手法に関する事項 

情報リテラシーB で利用可能な e-Learning コンテンツは、香川大学、およびリトルスタジオインク

株式会社により提供されている。リトルスタジオインク株式会社の主な事業はデジタルメディアのコ

ンテンツ企画開発・制作であり、教育プログラムの内容・手法に産業界の視点が十分反映されている。 

 

 

＜改善・進化に向けた取組＞ 

⚫ 数理・データサイエンス・AI を「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意義」を理解させること 

スモールステップの原則に基づき、１年次第１クオーターでは情報リテラシーA を通じてコンピュ

ータ利用の基礎・基本を学び、続いて第２クオーターの情報リテラシーB で数理・データサイエンス・

AI の基礎を学ぶ。情報リテラシーB では、時事やトレンドを取り入れ、香川大学教員による香川県内

の実践事例を交えることで、学生の好奇心を刺激する講義内容となっている。 

 

⚫ 内容・水準を維持・向上しつつ、「分かりやすい」授業とすること 

学生からの授業評価アンケートを基に、情報リテラシーB の講義内容と方法を継続的に見直し、学生

にとってより「分かりやすい」授業を目指している。 

 

⚫ 外部・内部環境を踏まえ、より教育効果の高まる授業内容・方法 

情報リテラシーA は対面授業を基本としながらも、LMS を活用していつでもどこからでも講義資料

を閲覧・取得できる環境を提供する。情報リテラシーB は e-Learning 科目として運用されており、LMS

上で講義映像が何度でも視聴可能である。 

 

⚫ 全学的な履修者数・履修率向上の計画 

本プログラムを構成する科目は全て全学必修科目のため、学部・学科に関係なく、全学生が履修する。

履修漏れを防ぐため、1 年次は、教務システムに当該科目が自動登録される。数理情報・遠隔教育部会

（主幹）と情報リテラシー実施部会を定期的に実施し、教育工学、情報工学、人工知能などの専門分野

からの意見も取り入れながら、内容の見直し等を検討し、学生の履修を推進している。 
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＜来年度に向けた改善内容の検討＞ 

⚫ 履修状況 

プログラムの修了者数を向上させるため、授業課題の進捗が芳しくない学生に対し、メール周知によ

り提出を促すなど、学習支援を実施する。学生が途中で履修を諦めることを防ぐため、担当教員のオフ

ィスアワーの設定、定期的な課題締め切り等の周知により、履修継続率を高める。 

 

⚫ 教育プログラム修了者の進路・活躍状況 

令和 9 年度に実施を予定している卒業生アンケートの質問事項について、内容の検討を行う。 

 

 

＜参考：文部科学省リンク＞ 

⚫ 「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）」の創設について 

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/suuri/ninteisousetu.pdf 

(2026/5/28 アクセス確認) 

 

⚫ 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）実施要綱細目 

https://www.mext.go.jp/content/20260330-mxt_senmon01-000012848_2.pdf 

(2026/5/28 アクセス確認) 

 

 


